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   第 ７ 回  熊本県議会  経済環境常任委員会会議記録 

 

平成26年12月12日(金曜日) 

            午前９時59分開議   

            午前11時27分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第１号 平成26年度熊本県一般会計補 

  正予算（第６号） 

 議案第４号 平成26年度熊本県電気事業会 

  計補正予算（第１号） 

 議案第５号 平成26年度熊本県有料駐車場 

  事業会計補正予算（第１号） 

 議案第７号 平成26年度熊本県一般会計補 

  正予算（第７号） 

 議案第10号 平成26年度熊本県電気事業会 

  計補正予算（第２号） 

 議案第11号 平成26年度熊本県工業用水道 

  事業会計補正予算（第１号） 

 議案第12号 平成26年度熊本県有料駐車場 

  事業会計補正予算（第２号） 

 議案第23号 熊本県環境影響評価条例の一 

  部を改正する条例の制定について 

 議案第24号 熊本県控除対象特定非営利活  

  動法人を定める条例の制定について 

 議案第27号 財産の処分について 

 議案第32号 指定管理者の指定について 

 議案第33号 指定管理者の指定について 

 報告事項 

  ①浦川・増永川におけるダイオキシン類  

   環境基準超過の原因究明調査について 

  ②熊本県消費者教育推進計画の策定につ 

   いて 

  ③阿蘇山の噴火に伴う影響及び対応等に 

   ついて 

  ――――――――――――――― 

出席委員（７人） 

        委 員 長 山 口 ゆたか 

               副委員長 橋 口 海 平 

                委  員 西 岡 勝 成 

        委  員 城 下 広 作 

委  員 鎌 田   聡 

委  員 重 村   栄 

委  員 佐 藤 雅 司 

欠席委員（なし） 

委員外議員（なし） 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 環境生活部 

          部長 谷 﨑 淳 一 

       政策審議監 田 代 裕 信 

        環境局長 村 山 栄 一 

      県民生活局長 中 園 三千代 

      環境政策課長 正 木 祐 輔 

      首席審議員兼 

     水俣病保健課長 田 中 義 人 

      首席審議員兼 

     水俣病審査課長 中 山 広 海 

    環境立県推進課長 佐 藤 美智子 

      環境保全課長 川 越 吉 廣 

      自然保護課長 三 原 義 之 

      首席審議員兼 

     廃棄物対策課長 坂 本 孝 広 

  くらしの安全推進課長 開 田 哲 生 

      消費生活課長 前 野   弘 

 男女参画・協働推進課長 大 谷 祐 次 

    人権同和政策課長 中 富 恭 男 

 商工観光労働部 

          部長 真 崎 伸 一 

      総括審議員兼 

政策審議監兼商工政策課長 髙 口 義 幸 

      商工労働局長 宮 尾 千加子 

     新産業振興局長 奥 薗 惣 幸 

    観光交流経済局長 渡 辺 純 一 

    商工振興金融課長 伊 藤 英 典 

      労働雇用課長 松 岡 正 之 
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    産業人材育成課長 石 貫 秀 一 

      産業支援課長 古 森 美津代 

   エネルギー政策課長 村 井 浩 一 

      企業立地課長 寺 野 愼 吾 

      首席審議員兼 

        観光課長 中 川   誠 

        国際課長 磯 田   淳 

くまもとブランド推進課長 成 尾 雅 貴 

 企業局 

          局長 古 里 政 信 

   次長兼総務経営課長 五 嶋 道 也 

        工務課長 福 原 俊 明 

 労働委員会事務局 

          局長 白 濵 良 一 

      審査調整課長 橋 本 博 之 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     議事課課長補佐 小 夏   香 

   政務調査課課長補佐 春 日 潤 一

   ――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

○山口ゆたか委員長 おはようございます。 

 ただいまから、第７回経済環境常任委員会

を開会いたします。 

 まず、本日の委員会に１名の傍聴の申し出

がありましたので、これを認めることといた

しました。 

 次に、本委員会に付託された議案等を議題

とし、これについて審査を行います。 

 まず、議案等について執行部の説明を求め

た後に、一括して質疑を受けたいと思いま

す。 

 説明は、環境生活部、商工観光労働部、企

業局、労働委員会の順に受けたいと思いま

す。執行部の説明は、着座のままで簡潔に行

ってください。 

 それでは、環境生活部長から総括説明を行

い、続いて関係課長から順次説明をお願いし

ます。 

 

○谷﨑環境生活部長 環境生活部でございま

す。 

 当部関係の議案の概要につきまして御説明

を申し上げます。 

 今回提出しております議案は、予算関係２

議案、条例等関係３議案の合計５議案でござ

います。 

 まず、平成26年度熊本県一般会計補正予算

でございます。 

 第１号議案では、平成25年度公害健康被害

補償給付事務費交付金の交付額確定に伴いま

して生じました超過交付金額を国へ返還する

ための経費など、総額2,300万円余の増額補

正を計上するほか、来年度の年間委託契約に

係る債務負担行為の設定、補助事業等の繰越

明許費についてお願いをしております。 

 また、第７号議案では、本年10月の人事委

員会勧告を踏まえた給与改定関係で総額2,00

0万円余の増額補正を計上しております。 

 次に、条例等議案でございますが、第23号

議案の熊本県環境影響評価条例の一部を改正

する条例の制定についてのほか２議案を提案

しております。 

 このほか、浦川・増永川におけるダイオキ

シン類環境基準超過の原因究明調査、熊本県

消費者教育推進計画の策定につきまして御報

告をさせていただきます。 

 以上が今回提出しております議案等の概要

でございます。 

 詳細につきましては、関係課長が御説明い

たしますので、よろしく御審議のほどをお願

い申し上げます。 

 

○正木環境政策課長 環境政策課でございま

す。 

 今回の職員給与費等の補正につきまして

は、本年10月の人事委員会勧告を踏まえた給

与改定に伴うものでございますので、各課か

らの説明に先立ちまして、その概要について

御説明させていただきます。 
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 それでは、資料は経済環境常任委員会説明

資料の１ページ、環境生活部の平成26年度12

月補正予算総括表をお願いいたします。 

 今回の給与改定は、県内の民間給与水準と

の格差を踏まえた人事委員会勧告に基づき、

給料表水準を平均0.55％引き上げるととも

に、期末・勤勉手当の支給月数を0.15月引き

上げるなどの改定を行うものでございます。

今回、これらの改定に伴い、予算の補正をお

願いするものでございます。 

 環境生活部につきましては、左から４列目

の(C)職員給与改定分補正額に記載のとおり

となっておりまして、総額といたしまして

は、最下段の総合計欄にありますように2,07

0万円余の増額をお願いするものでございま

す。 

 なお、各課の給与改定分補正額につきまし

ては、(C)の欄に記載のとおりでございます

ので、各課からの説明は省略させていただき

ます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上

げます。 

 

○田中水俣病保健課長 水俣病保健課でござ

います。 

 引き続き、説明資料の２ページをお願い申

し上げます。 

 公害保健費でございますが、360万円の増

額補正をお願いしております。 

 その内容につきましては、右側説明欄に記

載をしておりますが、公害被害者救済対策費

の環境・福祉モデル地域づくり推進事業とい

たしまして、津奈木町が行います平国地区周

辺交流拠点センター基本構想策定に関する補

助でございます。 

 続いて、３ページをお願い申し上げます。 

 繰越明許費でございます。金額は9,000万

円でございます。 

 これは、水俣病関連情報発信支援事業とい

たしまして、水俣市立水俣病資料館の展示改

修に対する補助でございます。改修計画の検

討に時間を要しておりまして、27年度へ全額

繰り越しをお願い申し上げます。 

 水俣病保健課は以上でございます。よろし

く御審議のほどお願い申し上げます。 

 

○中山水俣病審査課長 水俣病審査課です。 

 説明資料の４ページをお願いします。 

 公害保健費につきまして、今回の12月補正

予算で1,076万5,000円の増額をお願いするも

のです。 

 これは右側の説明欄にありますように、公

害健康被害補償給付支給事務費の精算に伴う

返納金です。県が行う水俣病の認定審査業務

に必要な経費については、毎年、その費用の

２分の１について国が支給するようになって

おります。 

 今回の返納金は、平成25年度の１年分の経

費を精算した結果、当初の見込みよりも多く

交付されていた金額について国に返納するも

のです。毎年、この時期、12月補正で精算に

伴う国への返納金として計上させていただい

ているところです。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

 

○佐藤環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 資料の５ページをお願いします。 

 右の欄に記載のとおり、市町村等再生可能

エネルギー等導入推進事業につきまして、繰

越明許費８億2,900万円の設定をお願いする

ものでございます。 

 この事業は、災害時の防災拠点や避難施設

に太陽光発電等を整備する市町村に対して補

助を行うものですが、ほとんどの市町村が翌

年２月以降の工事完了を予定しておりまし

て、太陽光パネルの納期おくれなどにより、

事業完了が翌年度となることが見込まれる市

町村もあることから、繰越明許費の設定をお

願いするものでございます。 
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 続きまして、資料の６ページをお願いしま

す。 

 水俣市にあります熊本県環境センターにつ

きまして、平成27年度から平成29年度まで３

年間の施設の保守点検や清掃等の維持管理業

務に必要な委託料6,794万円余について債務

負担行為の設定をお願いするものでございま

す。 

 恐れ入りますが、資料の11ページをお願い

いたします。 

 議案第32号指定管理者の指定についてでご

ざいます。 

 先ほど債務負担行為の設定をお願いしまし

た熊本県環境センターに係る施設の保守点検

や清掃等の維持管理業務につきまして、株式

会社キューネットを指定管理者として平成27

年度から平成29年度まで指定するという内容

でございます。 

 提案理由は、指定管理者を指定するに当た

り、地方自治法の規定により議会の議決を経

る必要があるためです。 

 資料の12ページをお願いいたします。 

 今回２社から応募があり、１に記載のとお

り、表の下から２段目でございますが、10月

10日に開催されました５人の外部委員から成

る指定管理候補者選考委員会の意見を踏ま

え、10月22日の指定管理者制度運営会議で指

定管理候補者として株式会社キューネットを

選定いたしました。 

 主な選定理由は、２に記載のとおり、施設

の設置目的を理解し、多くの経験を踏まえた

提案や敷地内の他の施設と連携した一体的な

事業計画がすぐれていたなどのためでござい

ます。 

 説明は以上でございます。御審議よろしく

お願いいたします。 

 

○川越環境保全課長 環境保全課でございま

す。 

 資料の７ページをお願いいたします。 

 債務負担行為といたしまして、大気汚染監

視業務と海域水質環境調査業務の来年度の実

施につきまして、それぞれ限度額276万7,000

円と1,567万5,000円の設定をお願いするもの

でございます。 

 大気汚染監視業務は、ＰＭ2.5や有害大気

汚染物質の成分分析のうち、県の保健環境科

学研究所で分析できない項目を民間委託する

ものでございます。 

 海域水質環境調査業務は、海域の環境基準

点等50地点につきまして、原則として毎月１

回船を出して採水いたしまして水質分析をす

る業務を民間委託するものでございます。 

 両事業ともに、４月から年間を通じての調

査でございますので、契約事務等を考慮し、

債務負担行為の設定をお願いするものでござ

います。 

 引き続き、資料の13ページをお願いいたし

ます。 

 第23号議案熊本県環境影響評価条例の一部

を改正する条例の制定についてでございます

が、資料の21ページの条例案の概要で御説明

申し上げます。 

 今回の改正は、環境影響評価法の一部改正

に伴う改正でございます。８月の常任委員会

において、12月に提案予定として概要を御報

告しておりましたものでございます。 

 主な改正内容といたしましては、(3)の配

慮書手続の導入、(5)から(10)の方法書、要

約書の作成及び説明会、アセス図書の電子縦

覧の義務化、次のページに移りまして、(16)

の放射性物質に係る適用除外規定の削除とな

っております。 

 (16)の放射性物質でございますが、今般、

環境法の個別法で対応することとなっており

まして、環境影響評価法におきましても、適

用除外が削除されましたので、条例において

も同様に削除するものでございます。 

 施行期日は、平成28年４月１日を予定して

おります。ただし、(16)の放射性物質の適用
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除外につきましては、法律に合わせまして平

成27年６月１日でございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○三原自然保護課長 自然保護課でございま

す。 

 説明資料８ページをお願いいたします。 

 事項といたしまして、富岡ビジターセンタ

ー事務委託業務の債務負担をお願いするもの

でございます。 

 これにつきましては、苓北町に富岡ビジタ

ーセンターの平成27年度の管理をお願いする

ものでございまして、委託料484万円余の債

務負担をお願いするものでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○坂本廃棄物対策課長 廃棄物対策課でござ

います。 

 お手元の資料の９ページをお願いいたしま

す。 

 環境整備費として930万円余をお願いして

おります。 

 内容につきましては、海岸漂着物対策推進

事業ということで、この事業については、平

成25年、昨年と今年度２カ年の事業として、

全額国庫といたしまして１億1,000万円余を

国のほうから基金事業としていただいており

ます。昨年度実施をしておりますが、その残

余分を今年度使うために、今年度計上するも

のでございます。 

 それで、昨年度は、若干御指摘をいただい

ておりますが、1,700万円程度しか使ってお

りませず、今年度総計で当初予算と合わせま

すと9,400万円余になっております。これに

つきましては、海岸管理者及び関係市町村と

連携しながら、適切に執行してまいりたいと

いうふうに考えております。 

 次、10ページをお願いいたします。 

 繰越明許費の設定でございます。 

 環境衛生費として３億9,400万円をお願い

しております。 

 これについての内容でございますが、公共

関与推進事業といたしまして、機械電気設備

の据えつけにつきまして、工事のスケジュー

ル上、やむを得ず年度をまたいで施工するよ

うになりましたので、そのために繰り越すも

のでございます。 

 公共関与アクセス道路整備事業につきまし

ては、町道米田鬼王線のルート変更に時間を

要したために繰り越すものでございます。 

 説明は以上です。よろしくお願いをいたし

ます。 

 

○大谷男女参画・協働推進課長 男女参画・

協働推進課でございます。 

 資料の23ページをお願いいたします。 

 熊本県控除対象特定非営利活動法人を定め

る条例の制定をお願いしております。 

 説明については、24ページの概要により説

明させていただきますので、よろしくお願い

します。 

 本条例は、６月議会で制定いただきました

熊本県控除対象特定非営利活動法人の指定の

基準、手続等に関する条例に基づきまして、

特定非営利活動法人スペシャルオリンピック

ス日本・熊本から指定申請の申し出がありま

したので、同条例に基づきまして審査したと

ころ、指定基準を満たしていると認められま

すので、当該法人を控除対象特定非営利活動

法人とする条例を制定させていただこうとす

るものです。 

 なお、控除対象特定非営利活動法人に対す

る寄附金については、個人県民税の税額控除

の対象とするべく、総務部税務課において、

熊本県税条例の第30条第２項の一部改正案を

本議会に提案させていただいております。 

 また、スペシャルオリンピックス日本・熊

本につきましては、知的障害者のスポーツ振

興のためのトレーニングプログラムや競技
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会、研修会の実施を県内全域で行う団体であ

りまして、全国組織の公益財団法人スペシャ

ルオリンピックス日本の諸規則に基づいて運

営されている団体でございます。 

 御審議の方よろしくお願いいたします。 

 

○山口ゆたか委員長 それでは次に、商工観

光労働部長から総括説明を行い、続いて関係

課長から順次説明をお願いします。 

 

○真崎商工観光労働部長 商工観光労働部関

係の提出議案の説明に先立ちまして、県内の

景気・雇用情勢につきまして御説明申し上げ

ます。 

 日銀熊本支店が12月１日に発表しました金

融経済概観では、県内の景気は、消費税率引

き上げに伴う駆け込み需要の反動の影響が全

体として和らいできており、基調的には緩や

かな回復を続けているとされております。 

 また、製造業の生産につきましては、自動

車やスマートフォン向け半導体を中心にフル

生産が続いているなど、回復を続けていると

されております。 

 雇用環境につきましては、有効求人倍率

が、８月以降３カ月連続して１倍を超えてお

り、約23年ぶりの高い水準で推移しておりま

す。 

 一方、個人消費につきましては、基調的に

は底がたく推移しているものの、一部に弱め

の動きが見られるとされており、また、県内

企業の業況感は、製造業で横ばいとなってい

るものの、非製造業では悪化しており、地域

経済への影響も懸念されます。 

 このような中、商工観光労働部といたしま

しては、引き続き、県内中小企業者、労働者

に対するセーフティーネットの充実に努める

とともに、成長分野に重点を置いた施策を積

極的に推進し、さらなる県内景気の浮揚のた

め、しっかりと取り組んでまいります。 

 また、11月末から火山活動が活発化してい

ます阿蘇山への対応につきましては、阿蘇山

の噴火に関する庁内情報連絡会議を設置し、

全庁的に情報の共有化を図っております。 

 11月25日の噴火以降、風評被害を防止する

ため、地元市町村と連携しながら、阿蘇観光

の現状に関する正確な情報を国内外に周知す

るとともに、商工団体等に経営・金融相談窓

口を設置しているところです。 

 今後も、阿蘇山の噴火に伴う影響を注視

し、迅速かつ適切な対応を行ってまいりま

す。 

 なお、本件につきましては、後ほど担当課

長から御報告させていただきます。 

 それでは、提出議案の概要について御説明

させていただきます。 

 今回提案しております議案は、予算関係２

議案、条例等関係２議案でございます。 

 予算関係議案につきましては、一般会計で

2,700万円余の増額補正をお願いしておりま

す。 

 その内容は、本年10月の人事委員会勧告を

踏まえた給与改定に伴うもののほか、債務負

担行為の補正についてお願いしております。 

 条例等議案につきましては、財産の処分１

件、指定管理者の指定１件を提案しておりま

す。 

 なお、詳細につきましては、担当課長から

説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

 

○髙口商工政策課長 商工政策課でございま

す。 

 説明資料の25ページをお願いいたします。 

 商工観光労働部の平成26年度12月補正予算

総括表をお願いいたします。 

 先ほど環境政策課長から説明がございまし

たが、人事委員会勧告を踏まえました給与改

定に伴う増額補正でございます。 

 商工観光労働部につきましては、表の左か

ら４項目め、職員給与改定分補正額に記載の
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とおりでございまして、補正総額は、総額で

2,767万円でございます。 

 なお、各課からの補正額は、総括表の記載

のとおりでございまして、全課共通でござい

ますので、各課からの説明は省略させていた

だきます。 

 以上、審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

○松岡労働雇用課長 労働雇用課でございま

す。 

 資料26ページをお願いいたします。 

 負担行為の追加としまして、しごと相談・

支援センター関係業務を1,200万円余お願い

しております。 

 これは、しごと相談・支援センターで実施

しております求職者に対するキャリアカウン

セリング業務と保育や住宅など仕事探しに関

連するさまざまな生活相談業務を民間事業者

に委託するものでございます。 

 委託に当たっては、４月１日からの業務を

予定しておりますので、事務に必要な手続を

考慮し、今議会での補正をお願いしたいと考

えております。 

 引き続き、27ページをお願いいたします。 

 債務負担行為の変更ですが、緊急雇用創出

基金事業について、限度額を３億9,600万円

に約１億円の増額をお願いしております。 

 これは、本事業の27年度の執行予定額の見

直しに伴い、債務負担行為の限度額を増額変

更するものでございます。この増額により、

54名分の新規雇用を創出したいと考えており

ます。 

 労働雇用課は以上です。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

 

○寺野企業立地課長 説明資料の31ページを

お願いします。 

 議案第27号の財産の処分について御説明し

ます。 

 今回処分する財産は、八代外港工業用地の

土地の一部でございます。所在地は、八代市

新港町３丁目９番の９、面積は３万4,840平

方メートルでございます。処分の相手方は、

兵庫県神戸市に本社があります株式会社上組

でございます。処分の目的は、同社の工業用

地として処分するもので、処分の予定価格は

３億5,885万2,000円でございます。 

 概要について御説明いたします。 

 資料32ページをお願いします。 

 区画の配置につきましては、33ページのと

おりでございまして、今回売却しますのは、

未分譲地約8.9ヘクタール残っております

が、その一部約3.5ヘクタールでございま

す。 

 32ページをごらんください。 

 処分の相手方でございますが、株式会社上

組は、兵庫県神戸市に本社があり、主に港湾

運送事業や倉庫業などをやっている企業でご

ざいます。同社では、本社のある神戸港を初

めとした全国の主要港湾で業務を展開されて

おり、平成８年には、八代外港工業用地内に

八代支店を開設されております。 

 このたび、大手量販店などへ向けた南九州

の物流拠点として、新たに物流倉庫２棟を建

設する計画でございます。 

 事業計画の概要ですが、投資総額28億円

で、新規雇用従業員30人の計画でございま

す。来年年明け２月の着工、10月の操業開始

が予定されております。 

 議案第27号財産処分につきましては以上で

ございます。御審議のほどよろしくお願いし

ます。 

 

○中川観光課長 観光課でございます。 

 説明資料を尐しお戻りください。28ページ

をお願いいたします。 

 観光統計パラメータ調査事業に係る債務負

担行為の設定でございます。 

 これは、観光庁が毎年行う観光入込客統計
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に必要な基礎データの収集及び調査に係る業

務委託に要する費用でございまして、488万

円余の債務負担行為の設定をお願いするもの

でございます。 

 観光課は以上でございます。御審議のほど

お願いいたします。 

 

○磯田国際課長 国際課でございます。 

 説明資料29ページをお願いいたします。 

 旅券発給業務に係る債務負担行為の設定で

ございます。 

 旅券発給業務につきましては、平成24年度

から外部委託を行っております。３年間の契

約が今年度末で終了することから、来年度以

降も外部委託を行うための債務負担行為の設

定を行うものです。契約期間は、平成27年度

から29年度までの３年間で、限度額は5,795

万8,000円としております。 

 なお、入札手続に時間を要することから、

今議会に債務負担行為の設定をお願いするも

のでございます。御審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 くまもと

ブランド推進課です。 

 資料30ページをお願いいたします。 

 くまモンスクエア管理運営業務に係る債務

負担行為の追加についてです。 

 第２期分といたしまして、平成27年４月か

ら平成30年３月までの３年間の指定管理料と

いたしまして3,000万円余を計上しておりま

す。 

 次に、ちょっと飛びまして、資料34ページ

でございます。関連でございます。 

 議案第33号指定管理者の指定についてでご

ざいます。 

 指定管理者制度に基づきまして、くまもと

未来創造事業団をくまモンスクエアの管理運

営業務に指定するものでございます。 

 なお、選定の経緯等につきましては、資料

35ページから36ページに記載のとおりでござ

います。 

 ブランド推進課は以上でございます。御審

議よろしくお願いいたします。 

 

○山口ゆたか委員長 次に、企業局長から総

括説明を行い、続いて関係課長から順次説明

をお願いします。 

 

○古里企業局長 今回、企業局から御提案申

し上げている議案は、平成26年度熊本県電気

事業会計補正予算第１号など、予算関係議案

５件でございます。 

 その内訳は、人事委員会勧告に基づく給与

改定に伴う職員給与費の増額補正３件と債務

負担行為の設定２件でございます。 

 詳細につきましては、次長から説明いたし

ますので、御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

 

○五嶋企業局次長 12月補正予算の内容につ

いて御説明いたします。 

 今回は、人事委員会勧告に基づきます給与

改定に伴う職員給与費の増額補正３件と債務

負担行為の設定２件をお願いしております。 

 説明資料の37ページ、平成26年度12月補正

予算総括表をごらんください。 

 上段から、電気事業、工業用水道事業及び

有料駐車場事業の３事業会計につきまして、

最下段の合計欄の下から２段目でございます

が、職員給与改定分補正額の欄の支出の欄に

ありますように、企業局におきましても、知

事部局と同様、人事委員会勧告に基づく給与

改定に伴う職員給与費といたしまして、収益

的収支において646万円余、資本的収支にお

きまして55万円余の増額補正をお願いしてお

ります。 

 続きまして、38ページをお願いいたしま

す。 

 電気事業会計に係る債務負担行為の設定で
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ございます。 

 これは、発電総合管理所の建物清掃業務委

託等としまして、限度額245万5,000円の債務

負担行為の設定をお願いするものでございま

す。 

 次に、39ページをお願いいたします。 

 有料駐車場事業会計に係る債務負担行為の

設定でございます。 

 これは、安政町にあります県営有料駐車場

の清掃業務委託等として、限度額373万3,000

円の債務負担行為の設定をお願いするもので

ございます。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○山口ゆたか委員長 次に、労働委員会事務

局長から総括説明をお願いします。 

 

○白濵労働委員会事務局長 今回御提案して

おります労働委員会分の補正予算につきまし

て御説明申し上げます。 

 説明資料の40ページをお願いいたします。 

 人事委員会勧告を踏まえました給与改定に

伴いまして、職員給与費80万円余の増額補正

をお願いしております。 

 以上により、補正後の当委員会の予算総額

は１億600万円余となります。 

 御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

○山口ゆたか委員長 以上で執行部の説明が

終了しましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

 なお、質疑を受けた課は、課名を発言の

上、着座のまま説明を行ってください。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○城下広作委員 ８ページの富岡ビジターセ

ンターのことなんですけれども、何か私が聞

いた話によると、８月のこのちょうど盆休み

ですかね、あそこが大きなビデオがあると、

ここが売り物だと。ところが、この期間、ち

ょうど機械が壊れて映せなかったというよう

なことを聞いたので、これをちょっと詳細、

いつの期間どのくらいと、その後どうなった

のかということ、これがちょっと確認できれ

ばと。 

 

○三原自然保護課長 今御質問の富岡ビジタ

ーセンターの件でございますが、プロジェク

ター、富岡ビジターセンターのほうで、いわ

ゆる３Ｄビデオがございますけれども、３Ｄ

ビデオを映しておりますプロジェクターが、

以前からちょっと故障ぎみだったのが、修理

がきかない状態に、いわゆる２台で映してお

りますものの１台が機械が古くなって修理が

きかない状態になっております。 

 現在は、一応代替品みたいなものを使っ

て、一応映るという状態にはなっておるとこ

ろでございます。代替品につきましては、指

定管理しております苓北町のほうでちょっと

用意していただいておるというふうに聞いて

おるところでございます。 

 

○城下広作委員 映らなかった期間がちょう

ど夏休みの何日間かあって、一番ちょうど盆

を挟んでという話を聞いたけれども、ちょっ

とそこら辺の詳細をどうつかんでいるかとい

うことで、何日間動いてなくて見れなかった

とかという、そういう部分。 

 

○三原自然保護課長 申しわけございませ

ん。先生おっしゃられた、何日間いわゆる見

れなかったのかというふうな、何日間という

詳細なところまでは、申しわけございませ

ん、つかんでおらないところでございます。 

 

○城下広作委員 ちゃんと調べたがいいと思

いますよ。ちょうど帰省客が一番多いとき

に、肝心かなめのときに壊れて見れなかった
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そうなんですよ。だから、わざわざ遠くから

来て――あそこの売りは、極端に言うとその

３Ｄのビデオなんですよ。それが見れないと

いうことは、非常に観光として、帰省して帰

っているときに一番サービスができていない

ということ、何日間空白があったのかな、私

は何日間と聞いているんですけれども。 

 それで、今代替品で借りているのも、ある

ところに無償でちょっと借りているというよ

うな形でやっているらしいですよ。それは細

かくはわかりませんから。ちょっとそういう

状態をずっと続けるというのはいかがなもの

かというように現場からもそういう声があっ

て、いわゆる申しわけないというのがあっ

て、ビジターセンターのある意味では位置づ

け、大事だというのであれば、それはそれな

りの修繕とかやっぱりやらなきゃいけない。

どうでもいいんだったら別にいいんですけれ

ども、指定管理者をこうやって決めるけれど

も、肝心かなめのビジターセンターの位置づ

け、観光としてここに来ていただこうという

――３Ｄの問題がふぐあいだとか、それを代

替の品物で借りてどうこうというのは、根本

的なここの施設のあり方というのが、これは

ちょっと問われてくるなという、ちょっとそ

ういうのがあるから。 

 私も細かくは知りませんけれども、きょう

行ってきますから、見てきますので、具体的

に詳しく聞いてきますから、一応そういうこ

とで、県のほうもしっかりそのことは確認を

されたほうがいいと思います。 

 

○三原自然保護課長 先生おっしゃるとおり

だと思っております。富岡ビジターセンター

につきましては、天草地域の特に西海岸を中

心としました、天草地域の言うならば自然環

境ですとかあるいは歴史、そういったものを

ＰＲしていくものだというふうに思っており

ますし、私どもとしても重要な施設だという

ふうに思っております。 

 委員おっしゃられましたように、今ちょっ

と動かないということで代替品を使っておる

ということでございましたものですから、今

現在、それの更新に向けまして、いろいろ検

討を進めておるというところでございます。

やっぱりきちんとした形で整備するというこ

とで、現在取り組むべくさまざまな検討を行

っておりますので、よろしくお願いしたいと

いうふうに思っております。 

 

○山口ゆたか委員長 ほかに質疑はありませ

んか。 

 

○鎌田聡委員 済みません。説明資料の２ペ

ージで、水俣病保健課の今度交流拠点センタ

ー、津奈木町の平国地区ということで出され

ておりますけれども、これの基本構想策定の

補助ということでありますが、これは、大体

スケジュール的にはどのくらい先につくって

いくのか、また、今何カ所かこういった交流

拠点センターがあるのか、あと、地元からの

要望、この辺もあってからのことと思います

けれども、その辺のちょっと経緯と今後の展

開というかスケジュールを教えていただきた

いと思います。 

 

○田中水俣病保健課長 水俣病保健課でござ

います。 

 まず、お尋ねがございました整備の今後の

スケジュールでございますが、今年度、この

補正予算で基本構想策定をお認めいただきま

したならば、来年度の当初予算におきまし

て、施設整備本体工事につきまして議会のほ

うに御相談をさせていただき、来年度中に完

成をさせたいというふうに考えております。 

 それから、この件につきましては、地元の

津奈木町、それから住民の方々の御要望を踏

まえてのものでございます。 

 それから、この交流拠点センターにつきま

しては、類似の施設といたしましては、水俣
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市のほうのもやい館、それから同じく水俣市

袋にありますおれんじ館、それから芦北町に

ありますきずなの里、それから同じく芦北町

の女島活力推進センター、それから御所浦町

にいさな館というふうな施設がございます。 

 水俣病が多発した地域におきまして、こう

した整備がまだ進んでいないのが津奈木町で

ございまして、そうしたこともありまして、

地元のほうからぜひ整備をしたいという御要

望を受けたものでございます。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 今御説明を聞いてわかりまし

たけれども、あと、そのほか、何かどこか残

された地域というか、今要望が上がっている

地域とかは、もうほかにないんでしょうか。 

 

○田中水俣病保健課長 現時点では、他の水

俣病発生地域のほうから、新たにあるいは追

加で整備をしたいというお話は伺っておりま

せん。 

 

○鎌田聡委員 わかりました。基本構想策定

段階、地元の要望ということもありますか

ら、地元の声もしっかり受けとめながら、地

元の皆さん方からやっぱり喜んでいただける

ような施設をつくっていただくように取り組

んでいただくようにお願いをしときます。 

 以上です。 

 

○山口ゆたか委員長 ほかに質疑はありませ

んか。 

 

○佐藤雅司委員 商工の部長の総括説明の中

で、製造業の生産については、自動車やスマ

ートフォンを中心にということで回復を続け

ているとされておりますということですが、

菊池の例のホンダですね。ホンダあたりが、

かなり海外生産が地元に戻ってきたというよ

うな話が出ているわけですけれども、具体的

にはどがん――それから、全体的に、そうし

た今まで海外に出ておった企業とか新しく進

出した企業とか、そういった例があるならち

ょっと教えていただきたいなと。 

 

○真崎商工観光労働部長 私の総括説明の中

では、申し上げましたとおり、景況感につき

ましては、日銀熊本支店の12月１日の発表を

もとに御報告させていただいております。 

 また、ホンダの例で、海外での生産が国内

回帰しているんじゃないかという、そういう

うわさを聞いたというお話でございます。 

 現在の円安を受けて、これまで非常に国内

での生産コストの高騰を回避するような形で

海外にシフトしてきた製造業が、国内回帰の

動きが出てくるのではないかという期待は我

々も持ってはいるんですけれども、なかなか

一度海外に設備投資をやったものが簡単には

やはり戻ってこないなと。 

 ホンダさんの話については、具体的に、正

式に二輪車の生産を――二輪車の生産という

のは、国内で実は熊本・大津の工場だけしか

ございません。国外、小さなものは東南アジ

ア中心、大きなものは北米、ヨーロッパにも

一部残っておりますけれども、そういったも

のが円安の影響を受けて戻ってきてもらいた

いという希望は持っておりますが、正式には

ホンダ側からそういう報告は聞いておりませ

ん。 

 また、そのほかの企業についても、ここま

で円安が続くと国内でやったほうがいいかも

しれないというお話は私も複数聞いておりま

すけれども、それを具体的にじゃあいつごろ

――といいますのは、この円安がいつまで続

くのか、まだまだ見通しが経営者の間でつか

れてないこともあるのではないだろうかと思

っておりますが、具体的には承知いたしてお

りません。 

 以上です。 
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○佐藤雅司委員 国内の生産を熊本のほうに

もちろん拠点化をしていく、集約していくと

いうような話は、たしか報道等で聞いたこと

があるんですけれども、海外の生産を一部熊

本工場に持ってくるというような報道もたし

かあったような気がするんですけれども、そ

こら辺はぜひ注視していただいて、雇用がそ

うしたところにもやっぱり伸びていくのでは

ないかなというふうに私ども思っております

ので、ぜひ、ああいう大手が熊本で非常に重

要な企業でございますから、ああいったとこ

ろが大きく飛躍することが熊本にとっても大

事なことだというふうに思っておりますの

で、そこはよろしくお願いしたいと思ってお

ります。 

 

○真崎商工観光労働部長 承りました。ホン

ダに限らず、海外生産は、先ほども申し上げ

ましたけれども、国内、特に我々にとっては

熊本県内にシフトするというのは望ましい方

向でありますので、我々としても、アンテナ

を高くして、そういう情報をもし得ました

ら、１月でも２月でも前倒しできるように、

支援できるような体制をとっていきたいと考

えております。また御支援のほどよろしくお

願いします。 

 

○西岡勝成委員 観光統計についてお尋ねし

たいんですけれども、我々も漠と天草の入り

込み客が年間400万とか阿蘇が1,800万とかと

いうような感じがするんですけれども、しょ

っちゅう我々みたいに行ったり来たりしてい

る人間まで入っとるのかと思ったりもします

し、統計のとり方によって随分数値が変わっ

てくるんですね。 

 一つの例で、これは商工ではないんですけ

れども、福祉、医療のほうで、健康寿命のと

り方も、もうとり方によって随分違ってきま

して、そういうことからすると、この全国的

な統計のとり方で統一されるというのはいい

ことだと思いますが、今までに、この熊本県

のとり方と全国のとり方の違いで、今度の統

一した統計のとり方で変わってくる部分とい

うのはあるんですか。 

 

○中川観光課長 先ほど御説明いたしました

観光統計パラメータの数字は、これは毎年度

継続して観光庁で発表している統計の資料の

基礎数値でございまして、その調査の方法は

ずっと変わらず同じやり方でございます。 

 

○西岡勝成委員 じゃあ、例えば入り込み客

というのは、天草の場合どういう統計から出

てくるんですか、400万人と。 

 

○中川観光課長 一番基礎的な数値は、管内

の旅館、ホテルへのヒアリングの積み上げで

ございます。そこに対する数値の積み上げで

ございまして、その結果が入り込み客数とし

て発表されるものの基礎になるものでござい

ます。 

 

○西岡勝成委員 非常に漠としたとり方で、

本当ちょっととり方を変えると、50万、100

万人の人数は変わってくる。私は、昔何か鹿

児島のとり方と熊本県のとり方は違うような

ことも聞いたことがあるんですけれども、そ

ういうこともあるんですか。 

 

○中川観光課長 鹿児島のとり方がどうかと

いうのは、詳細承知いたしておりませんが、

１つ前提で説明いたしますと、全国ベースで

とる統計のとり方でいきますと、ある程度推

計値を交えて発表するような数字を出すやり

方になっていまして、本県独自の熊本県の観

光統計というのが別途ございますが、それに

つきましては、かなり細かい悉皆調査に近い

ぐらいのサンプル数をとって発表させていた

だいております。 

 ですので、統計の数字でいきますと、全国
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ベースで発表する同じ基準に基づいてやるや

り方、この全国のやり方は、サンプル数が尐

ない分については、ある程度それから推計値

を出して出すやり方、これが全国のやり方で

ございまして、県の観光統計で発表する数字

につきましては、個別の施設のヒアリングを

積み上げた数字でございます。 

 

○西岡勝成委員 そうすると、全国と今の県

のやり方で違いはどのくらいあるんですか。 

 

○中川観光課長 外国人観光客の数字でいき

ますと、1,000人ちょっと、宿泊者数でいき

ますと1,000人ちょっとの誤差がたしか直近

の数字で出ておりました。 

 

○西岡勝成委員 何人に対して1,000人。 

 

○中川観光課長 失礼いたしました。全体の

宿泊者数が約42万人強の外国人の宿泊者数ご

ざいます。県統計の数字と国統計の数字で

は、約1,000人の誤差がございます。 

 以上でございます。 

 

○西岡勝成委員 余り統計のとり方によって

違うと、どこを基準にしてやったらいいかわ

からぬ部分が――もともと漠としたものがあ

るじゃないですか。どこの統計を信じたらい

いのかなという部分もあるので、今度のパラ

メータですか、調査事業が出てたので、ちょ

っとお聞きしたんですけれども、できれば正

確な数字を把握した上でいろいろな対策とい

うのを考えていかないかぬので。 

 健康寿命も随分違ってたんですね。天草の

平均寿命が県平均からすると３年低いとかと

いうのが出てびっくりして聞いたら、統計の

とり方によって随分違うんだというような話

を聞いて、それを振興局で説明されたもので

すからびっくりしたんですが、そういうこと

で、統計というのはとり方一つ変えますと全

然違った方向になるし、その対策というのも

また違ってきますので、その辺はひとつよろ

しく、なるたけ現実に近い数字が出るよう

に。 

 

○山口ゆたか委員長 ほかに質疑はありませ

んか。 

 なければ、これで質疑を終了します。 

 ただいまから、本委員会に付託されました

議案第１号、第４号、第５号、第７号、第10

号から第12号、第23号、第24号、第27号、第

32号、第33号について、一括して採決したい

と思いますが、御異議ありませんか。 

  (｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○山口ゆたか委員長 異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

 議案第１号外11件について、原案のとおり

可決することに御異議ありませんか。 

  (｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○山口ゆたか委員長 異議なしと認めます。

よって、議案第１号外11件は、原案のとおり

可決することに決定いたしました。 

 次に、継続審査となっております請願を議

題とし、これについて審査を行います。 

 それでは、請第34号について、執行部から

状況の説明を願います。 

 

○髙口総括審議員 請第34号について御説明

いたします。 

 請願の趣旨は、原油高騰が牛深地域の水産

加工業経営に深刻な影響を与えており、１番

目に、燃料価格高騰に対する補塡等の支援措

置を、第２に、加工における燃費効率化のた

めの産学官連携による調査研究を求めるもの

でございます。 

 燃料価格の動向については、ことし７月に

比較しますと、10月では下落しております。

リッター当たり99.7円から95.6円と下落して

おりますが、請願を提出された昨年の９月時

点と比較しますと、92.9円でございましたの
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で、依然として高い水準でございます。 

 また、国を含めて、水産加工業に対する支

援措置等の変更はございません。 

 なお、牛深地域の水産加工業に対しては、

現在、産業技術センター等の指導によりまし

て、無線温湿度測定システムやバイオディー

ゼル燃料を配合した燃料の実証実験を行って

いるところでございます。 

 説明は以上でございます。 

 

○山口ゆたか委員長 ただいまの説明に関し

まして、質疑はありませんか。 

 

○西岡勝成委員 県のほうでも、この前から

お話申し上げていますように、いろいろな角

度から努力をしていただいておりますけれど

も、県でできる限度もございまして、ほかの

委員会で、どこだったかな……(｢農水」と呼

ぶ者あり)農水のほうで、これに似たような

状況の中で、燃油高騰等を含めての意見書を

出すようなことも聞いておりますので、今、

加工組合と話をして、取り下げることも含め

て検討させていただいておりますので、でき

れば今議会までは継続という形でお願いをい

たしたいと思います。 

 

○山口ゆたか委員長 御意見をいただきまし

た。 

 ほかにありませんか。 

  (｢なし」と呼ぶ者あり) 

○山口ゆたか委員長 それでは、採決に入り

ます。 

 請第34号については、いかが取り計らいま

しょうか。 

  (｢継続」と呼ぶ者あり) 

○山口ゆたか委員長 継続という意見があり

ますので、継続についてお諮りいたします。 

 請第34号を継続審査とすることに御異議あ

りませんか。 

  (｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○山口ゆたか委員長 異議なしと認めます。

よって、請第34号は、継続審査とすることに

決定しました。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査することを議長に申し出ることとし

てよろしいでしょうか。 

  (｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○山口ゆたか委員長 それでは、そのように

取り計らいます。 

 次に、その他報告事項に入ります。 

 報告の申し出が、環境生活部から２件、商

工観光労働部から１件あっております。それ

ぞれの担当課長から説明を受けた後に、一括

して質疑を受けたいと思います。 

 それでは、報告①について、環境保全課か

ら説明をお願いします。 

 

○川越環境保全課長 環境保全課でございま

す。 

 環境生活部の報告事項の１ページをお願い

いたします。 

 浦川・増永川におけるダイオキシン類の環

境基準超過に係る原因究明調査について御説

明いたします。 

 この調査の概要につきましては、６月の委

員会で御報告しているところでございます

が、今回、その後の原因究明調査の結果を御

報告いたします。 

 １のこれまでの調査結果では、左側の表の

①から③までが報告済みの部分でございま

す。 

 10月に実施しました調査結果は、④のとお

り河川の環境基準１ピコグラムに対して0.25

ピコグラムと環境基準を満足しておりまし

た。また、外部からの流入がないか、増永川

の水量の約３～４割に当たる量を排出してい

る周辺事業場の排水も調査いたしましたが、

問題のない数値でございました。 
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 ２の原因究明調査で判明したことでござい

ます。すぐ上の棒グラフをごらんください。 

 これは、ダイオキシン類を種類分けして、

その割合をあらわしたものでございます。 

 まず、この棒グラフの図１の水質と図３事

業場排水を比べますと、ダイオキシン類の種

類と割合が全く異なっております。 

 次に、図１水質と図２の底質を比べます

と、河川の水質と底質のダイオキシン類の組

成が非常に似通っておりまして、さらに、そ

の河川水をろ過して分析をしましたところ、

一番左側の１ダッシュのとおり、約90％のダ

イオキシン類が除去されております。 

 これらの調査結果から、３の推定される原

因でございますけれども、増永川は水深が浅

くて降雤等の外的要件を受けやすいというこ

とから、一時的な底質の巻き上げにより河川

水質に影響があったものと考えられます。な

お、底質のダイオキシン類の濃度は、いずれ

も環境基準を大きく下回っております。 

 また、参考資料といたしまして、２ページ

にはこれまでの経緯等を、３ページには地図

上に測定地点とデータを添付しております。 

 今後も、当該水域の監視を継続していくこ

ととしております。 

 環境保全課は以上でございます。 

 

○山口ゆたか委員長 次に、報告②につい

て、消費生活課から説明をお願いします。 

 

○前野消費生活課長 消費生活課でございま

す。 

 資料の４ページをお願いいたします。 

 熊本県消費者教育推進計画の策定について

説明させていただきます。 

 １の計画策定の背景でございますが、消費

者問題が複雑・多様・深刻化してきているこ

と、消費活動が社会へ与える影響から消費者

に公共的利益の配慮が求められております。 

 このような状況のもと、平成24年、消費者

教育推進法が施行されました。この法律によ

り、県や市町村に計画策定が求められまし

た。また、第２次基本計画にも、この計画の

策定を明記しているところでございます。 

 求められる消費者教育とは、悪質商法の注

意喚起やトラブルの対処方法等の啓発だけで

はなく、契約のルールなどの知識を学んで適

切な行動に移せる実践力の育成、さらには、

よりよいものの選択がよりよい社会につなが

ることへの理解、関心を深める教育と認識し

ております。 

 計画の概要についてでございます。 

 計画期間につきましては、次回改定時期の

国の情報、県の基本計画の改定時期との関係

から、平成27年度から平成30年度の４年間と

いたしました。 

 (2)の目指す消費者の姿といたしまして、

自主的かつ合理的に「気づき、考え、行動す

る」消費者としております。 

 (3)の計画の体系ですが、大きく２つの柱

といたしました。 

 ①ライフステージに応じた体系的な消費者

教育の推進、②効果的な消費者教育のための

取り組みの推進です。 

 ５ページをお願いいたします。 

 ３の審議経過及び今後のスケジュールでご

ざいます。 

 昨年12月から、教育関係者、消費者団体、

法律家など15人の外部委員から成る協議会、

検討部会において策定作業を進めてまいりま

した。また、庁内の意見等も踏まえ進めてき

たところでございます。 

 今後、年明けにパブリックコメント等策定

の予定でございます。都道府県レベルでは15

番目、九州では、福岡県に次いで２番目の策

定の予定でございます。 

 概要につきましては、７ページのＡ３判横

での資料で説明させていただきます。 

 まず、第２章の消費者教育に関する現状と

課題をお願いします。 
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 １の消費者を取り巻く現状でございます

が、主に年間6,000件を超える県の消費生活

センターへの相談内容から取り上げました。 

 １の①の相談の複雑化・多様化から、④の

多重債務問題の深刻化と整理しております。 

 ２の消費者教育の現状でございますが、消

費者教育の実施状況調査、県民生活に関する

意識調査、相談現場の消費生活相談員、弁護

士、司法書士へのアンケートの３つの調査か

ら、①多様な主体による消費者教育が実施さ

れております。 

 ②問題点といたしまして、啓発中心の見直

しや基礎教育の定着などが必要という点が明

らかになりました。 

 これらの現状から、右側の欄にあります

３、消費者教育の課題といたしまして、６つ

の課題に整理いたしました。 

 ①から④につきましては、ライフステージ

に応じた体系的取り組みが必要な課題、⑤と

⑥につきましては、効果的な教育に必要な課

題として分類しております。 

 資料右半分、第３章をお願いします。 

 計画の目標と取り組みでございます。 

 １のライフステージに応じた体系的な消費

者教育の推進では、(1)の学校等における消

費者教育と(2)の成人期の消費者教育の推進

に区分しまして、それぞれ①から③の取り組

みを進めることとしております。 

 ２の効果的な消費者教育のための取り組み

の推進では、(1)消費者教育を行う各実施主

体との連携、(2)消費者教育の担い手育成、

(3)情報の収集、提供及び取り組み状況の調

査などでございます。 

 特に重点的に推進する取り組みとして、下

段のほうに３つを掲げております。 

 １、学校における消費者教育の推進。 

 学校では、小学校から高校まで、家庭科、

社会科などの教科で一生懸命取り組んでおら

れます。尐年期からの教育は、生涯学習の基

盤になるものとして重要であることに基づく

ものでございます。 

 ２つ目は、高齢者やその支援者等に対する

消費者教育の推進、３つ目は、地域や団体に

おける担い手の育成でございます。 

 第４章に、計画の着実な推進に向けてとい

たしまして、総合的、体系的、効果的に推進

することとしております。 

 説明は以上でございます。 

 

○山口ゆたか委員長 次に、報告③につい

て、観光課から説明をお願いします。 

 

○中川観光課長 観光課でございます。 

 お手元に配付いたしておりますＡ４の１枚

紙をごらんになられてください。 

 阿蘇山の噴火に伴う影響及び対応等につい

てでございます。 

 まず、11月25日の阿蘇中岳の噴火以降の地

元宿泊施設、観光施設等への影響でございま

す。 

 地元市町村、観光協会等を通じ、ヒアリン

グを行った結果、昨日11日の17時現在、阿

蘇・南阿蘇エリアの宿泊施設で1,000人を超

える宿泊のキャンセルを確認しております。

同エリアの観光施設等では、300人程度のキ

ャンセルを確認いたしております。また、同

じく観光施設等の一部におきましては、入り

込み客数が対前年比２～３割程度の減尐とな

っているとのことでございます。一方、小国

郷エリアの宿泊施設では、一部キャンセルの

動きがありますものの、全体的には大きな影

響は出ていないとのことでございます。海外

からのツアーにも一部キャンセルの動きが出

ているとのことでございます。 

 次に、２、県による現在の対応状況でござ

います。 

 風評被害防止対策と経営支援対策と２つご

ざいますが、まず風評被害防止対策でござい

ます。 

 11月25日の噴火の翌日以降、国内の旅行会
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社、交通事業者、観光施設、国等関係機関に

対しまして、まずは電話で、火口周辺の規制

に何ら変更はなく安全に観光できる旨、情報

発信し、翌週には、同じ内容を文書にいたし

まして、一斉にメール発信をいたしておりま

す。 

 さらに、県の観光ホームページ「なごみ紀

行」等を活用しまして、火口から主な観光施

設等までの距離を明示するなど、随時新たな

情報の提供を行っているところでございま

す。 

 その結果、例えばＪＲ九州におきまして

は、全国のＪＲ各駅に同じ情報を提供してい

るというような報告がなされております。 

 次に、海外についてでございます。 

 ＪＮＴＯ、日本政府観光局の海外事務所、

九州各県の海外事務所、主な旅行会社等に対

しまして、国内同様、随時新たな情報提供を

行っているところでございます。先ほど申し

ました県の観光ホームページ「なごみ紀行」

では、４カ国語表記も行っております。 

 その結果、例えばＪＮＴＯのソウル事務所

におきましては、管内の旅行会社約1,700社

でございますが、あとメディア400社に対し

て、同じ情報の提供がなされているとのこと

でございます。 

 次に、経営支援対策でございます。 

 風評被害等により影響を受ける中小企業の

皆様をきめ細やかに支援するため、阿蘇管内

の商工会等に相談窓口の設置を依頼した結

果、記載の関係機関に経営・金融相談窓口が

12月11日付で設置されたところでございま

す。 

 具体的には、経営支援関係でいきますと、

阿蘇管内の各商工会、熊本県商工会連合会、

熊本県中小企業団体中央会、金融支援関係で

いきますと、日本政策金融公庫熊本支店及び

八代支店、商工組合中央金庫熊本支店、熊本

県信用保証協会でございます。 

 裏面をお願いいたします。 

 県としての今後の対応でございます。 

 引き続き、県内の宿泊施設、観光施設等に

おける影響等につきまして情報収集を行うと

ともに、風評被害を防止するため、観光客の

視点に立って広く正確な情報提供を行ってい

く所存でございます。 

 また、熊本・阿蘇への旅行需要を喚起する

ため、主なターゲットでございます関西・福

岡方面を中心にプロモーション活動を展開す

る予定でございます。 

 具体的には、現在ＪＲ西日本と共同キャン

ペーンを行っておりますアリスインワンダー

ランド熊本との連動を初め、地元の観光協会

等と連携した各種イベントなどのＰＲ手段を

活用しながら、阿蘇の観光情報を積極的に発

信していくつもりでございます。 

 来週から早速取り組む事例といたしまし

て、ＪＲ西日本のテレビモニターつき全車

両、これ京阪神エリアで約500両あるという

ことでございますが、で、阿蘇を中心とした

スポットＣＭを放映するつもりでございま

す。 

 以上でございます。よろしく御審議のほど

お願いいたします。 

 

○山口ゆたか委員長 以上で報告の説明が終

了しましたので、質疑を受けたいと思いま

す。質疑はありませんか。 

 

○佐藤雅司委員 根も葉もない科学的根拠も

ないことを風評と言うわけですけれども、も

ちろん阿蘇火山の１キロ以内は非常に危険な

ところでございますので、急変するかもしれ

ないので今でも立入規制が行われているとい

うことでございますが、数年前に、あれは鹿

児島ですかね、新燃岳がやったときも、人吉

のほうでも風評被害があったということを聞

いておりまして、それとはちょっと違うと思

いますけれども、かなりやっぱり一番書き入

れどきなのにこういう状況になって、農産物



第７回 熊本県議会 経済環境常任委員会会議記録（平成26年12月12日) 

 - 18 - 

については、非常に、ある意味不幸中の幸い

みたいなところがありましたけれども、観光

については、ちょうど一番ベストシーズンの

時期にこういうことになってしまってという

ことで、地元の旅館組合とか観光関係者はも

う落胆しとるわけですが、繰り返し繰り返し

やっぱり県の皆さん方から、いろんなメディ

アを通じて、この対策、対応を考えるという

ことで尐しは安心しておりますが、ぜひ海外

等についても、以前から、我々阿蘇に住む者

は、決して、噴石が飛んでくるとか、毎日ヨ

ナかぶってシャワーでも浴びなきゃどうしよ

うもないとか、そんなことは全くないわけ

で、むしろ逆手にとって、今がいわゆる観光

の一番ベストな時期だと、非日常性のあるい

わゆる阿蘇の観光、この雄大な阿蘇が見られ

るよというぐらいの話を皆さんで広めてほし

いなというのが気持ちでございまして、何か

そういう、まさに知事じゃありませんけれど

も、逆境にこそいわゆる生きる道もあるんだ

ということの中で、こういう機会をチャンス

だと思って、何かそういう方法を各市町村と

連携して何かとれないかなというふうに思っ

とるわけですが。 

 ぜひ、海外展開についても、ＪＮＴＯその

他で頑張っておられるというのはわかってお

りますけれども、よそから見れば、かなり噴

石が飛んできて命さえ危ないんじゃないかな

という、そういう誤解を、まさに風評を出し

ていると思いますので、何かその辺をちょっ

と考えてほしいなというふうに思っておりま

すが、何かいいアイデアはありませんかね。 

 

○中川観光課長 今委員御指摘のとおり、特

に私ども海外のメディアの報道状況を注視し

ておりまして、国内よりも情報がとりにくい

分だけきめ細やかに正確な情報を流そうとし

ております。 

 例えば、先ほどのＪＮＴＯの話でもござい

ませんが、ほかにも、九州観光推進機構が海

外で会議をする、メディア等を集めて会議を

やるという情報が入りましたら、その場で、

必ず阿蘇の情報、日常と変わらず観光ができ

るという情報をしっかりつけ加えてもらうよ

うに、そういうお願いはいたします。そうい

うことを繰り返してやろうと思っています。 

 また、今アイデアをいただきました、今が

旪ということでございましたが、活火山と共

生している世界でも珍しい観光スポットであ

る阿蘇というのを、この機会を捉えて積極的

にＰＲしていこうということで、今地元市町

村と早速対応できるように調整しているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

 

○佐藤雅司委員 年末年始も非常に料金が高

くなりますけれども、通常の料金でまだ部屋

はいっぱい空いておりますよというぐらいの

話を、ぜひしてもらいたいというふうに思っ

ております。 

 以上です。 

 

○山口ゆたか委員長 ほかにありませんか。 

 

○城下広作委員 関連で。 

 全く佐藤先生と同感で、火山ですから、火

の山ですから。静かなのは普通の山ですから

危なくない。噴石がどんどんどんどん降り込

むというような御嶽山みたいなああいう状況

だったら、それは当然誰も危険で寄ることは

できない。ただ、１キロ以外は基本的に大丈

夫、過去に亡くなったのも１キロ以内の範囲

で、ある意味では間違いなく噴石が人に当た

るというような可能性がある、危険性がある

ときの状況だったわけですよ。 

 今は、１キロ以外であれば、まさに噴煙ぐ

らいしかある意味では影響はないわけですか

ら、今こそ世界ジオパークの阿蘇ということ

だから、生きている阿蘇というのが、まさに

今そういう意味で体感できるということで、
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火山の魅力という形、それが周辺まで見られ

ると、その鼓動も伝わるというのが逆に阿蘇

の魅力だと思います。 

 桜島だって、その火口の近くには全然行け

ないんですよ。世界的にも火口の近くまで人

が近づけるというのは阿蘇山であって、そこ

に草千里とか身近にそういうのがあって、そ

こで噴煙がないときとあるときの阿蘇という

違いもまた、これも宣伝の売り方は、全然、

これは考え方の角度を変えてやれば――誤解

をしている、要は何か危険なものが飛んでく

る、それによって人命を損なうという可能性

があるから近づかないという誤解だけとって

いくと、売り込み方は、かえって今のほうが

本来の阿蘇の火山ということでの位置づけは

高くなると思います。 

 だから、その辺のことをやっぱりもっとち

ょっと角度を変えて、そして誤解を招かない

ような形での活火山の阿蘇の魅力、これは絶

対今逆にある。また、ジオパークに登録され

た、そのときの今が一番チャンスじゃないか

なと思いますから、これは尐しやっぱり知恵

を使う必要があると思います。チャンスだと

捉えていいと思いますよ、阿蘇を売り込むの

に。火口に近づけという話を言ってるんじゃ

ないですから。その手前で、本当の元気な阿

蘇、活火山の状況が見れるというのは阿蘇の

魅力でもありますということを強力に訴え

て、ああそうか、そうなんだなというふう

に、人が逆に来るような形のことをやること

も、これは絶対大事だというふうに思いま

す。もし感想があれば。 

 

○山口ゆたか委員長 何か御意見があれば。 

 

○真崎商工観光労働部長 お２人の委員のお

っしゃったこと、まさしくこれを売りにして

こその本当の阿蘇の魅力じゃないかというふ

うなことだろうと思います。 

 実は、昨日私人吉にちょっと仕事で行って

まいりまして、今熊本県の旅館業組合の会長

をされているのかな、鮎里の有村社長とお会

いして、意見交換といいますか、したんです

けれども、その中で、実はタイの旅行代理店

の人20人ぐらいを熊本に連れてきたと。人吉

に連れてきてもインパクトがないというの

で、阿蘇に御案内したそうなんですね。とこ

ろが、タイの代理店の人たち、阿蘇という火

山のことを誰も知らなかった。だから、世界

の阿蘇って我々は思っているけれども、まだ

まだ知名度は低いと。タイとか中国にも一切

火山はないんですね。 

 ですから、これから九州を売り出していく

のに、熊本の阿蘇、鹿児島の桜島、普賢岳も

ありますし、九州にこういった火山がこんな

にあるんだと、火山をテーマにした観光客の

誘致というのも一つのおもしろい手じゃない

かというふうなことを、たまたまきのう有村

社長とお話ししてきて、きょうの２人の委員

の先生方のお話もそれに相通じるところがあ

ると思いますので、そういった見方も含め

て、今後観光資源として売り出していければ

いいなと思っております。 

 

○城下広作委員 ジオパークに認定されたか

ら、阿蘇が自分自身でお祝いをして爆発した

という、逆にそのぐらいやっぱり、そういう

ふうでいいんじゃないかなと私は思うんです

けどね。 

 

○山口ゆたか委員長 ほかにありませんか。 

 

○佐藤雅司委員 関連ですが、やっぱり短期

的にそれをやるという話と、それから学識の

皆さん方からは４～５カ月、半年と。これま

でにもそういうのがありましたので、そうい

ったところも頭に入れて、ひとつ対策を練っ

てもらいたいというふうに思っています。 

 

○山口ゆたか委員長 ほかにありませんか。 
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○橋口海平委員 阿蘇くまもと空港の飛行機

のフライト状況は、どのような感じになって

いるんでしょうか。 

 

○中川観光課長 本日は、たしか運休等は聞

こえてきておりません。ただ、議員御案内の

とおり、噴火の当日ですか、火山灰の影響を

恐れて運休したり、あるいは福岡へ着陸地点

を変えるなどの動きが集中しておりまして、

つい２日前ですか、夜の便、朝の便で若干運

休が出てきております。かなり精密機械であ

る飛行機のエンジンへの火山灰の影響を恐れ

て、航空会社も尐し注意されているというこ

とでございます。 

 以上でございます。 

 

○橋口海平副委員長 フライト情報なんです

が、各飛行機会社のホームページを見ないと

わからない状況になっていると思うんですよ

ね。羽田空港とか福岡の空港とかは、それぞ

れの空港のホームページでそれが確認できる

んですけれども、くまもと空港のホームペー

ジでちょっと確認ができない状況になってい

ると思いますので、そこはちょっと対応でき

るのであればしていただきたいと思います。 

 

○中川観光課長 たしか阿蘇くまもと空港の

ホームページからでも、一番大事な情報です

ので確認できると思います。ただ、委員が御

指摘のとおりわかりづらかったのであれば、

一番見やすいように改善するように所管課に

しっかり伝えておきます。 

 以上でございます。 

 

○山口ゆたか委員長 ほかにありませんか。 

 

○鎌田聡委員 関連ですけれども、1,000人

を超える宿泊のキャンセルが確認されたり、

観光施設もキャンセルが確認されているとい

うことでありますが、傾向としてはどうなん

ですか、最近またこれがふえてきているの

か、どうなのか。そしてまた、キャンセルの

理由が、今ありましたような交通機関が行け

なくてキャンセルになっているのか、危ない

と思ってキャンセルされているのか、その辺

をちょっと教えていただきたいと思います。 

 

○中川観光課長 まず、キャンセルの状況で

ございますが、噴火の翌々日ぐらいまでに、

やはり一番聞き取った中で聞こえてきました

のは、空港が使えないということでのキャン

セルというのが実際は上がってきているとい

うことでございまして、その後、阿蘇くまも

と空港は平常運航に移りまして、しばらくは

出ておりませんでしたが、つい２～３日前に

尐し大口のキャンセルが出ておりまして、そ

のキャンセルによりまして、この1,000人と

いうかなり大きな数字に伸びております。そ

こは１件で600人のキャンセルというのが出

ておりまして、それが数字をはね上げており

ます。 

 最近は、動きがあれば数字を反映するよう

にしているんですけれども、そんなに上がっ

てきてなかったんですが、先ほど御説明しま

した大口の分だけがぼんと出てきている状況

でございます。注視している状況でございま

す。 

 

○鎌田聡委員 大口のやつは、やっぱり噴火

の危険性なんですか、交通関係なんですか、

理由は。 

 

○中川観光課長 その両方かなと思っており

ます。空港が使えなくなるリスクと、それ

と、噴火の映像を見られて、不安になられ

て、行き先を変えようかとか、その両方の面

であっていると見ております。 

 以上でございます。 
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○鎌田聡委員 先ほど来、意見が出てますよ

うな問題ですね。やっぱり風評とかもあると

思いますので、ちゃんときちんとした情報を

伝えていただくことは、これはもう当然であ

りますし、あと、私たちも、道路がどこまで

行けるのかとか、やっぱり行ってもどこかで

通行どめになって、また引き返したりしなき

ゃならないんじゃないかという誤解もありま

すので、飛行機はきちんとした航空情報はと

れますけれども、そういった道路の情報あた

りも適時流していただいて、きちんとやっぱ

り阿蘇観光には行けるんだよということをぜ

ひ発信をしていただいて、いろんな風評被害

を払拭する取り組みに全力を上げていただき

たいと思います。 

 以上です。 

 

○山口ゆたか委員長 ほかにありませんか。 

 なければ、最後にその他に入ります。委員

の皆様方から何かありませんか。 

 

○西岡勝成委員 この前群馬の富岡製糸場に

行ってきたんですけれども、物すごい観光客

で、指定を受けるまでは、登録されるまで

は、年間1,000人のところが、今１日9,000人

観光客がお見えになるということで、もう大

型観光バスがどんどん入ってきてごった返し

ておりましたけれども、荒尾の万田坑、三角

の西港、明治の産業遺産として受けて、その

後の状況はどういうものでしょうか、観光客

の。 

 

○中川観光課長 世界の冠が県内でかなり今

いろんなところについておりまして、私ど

も、観光の振興にとりましても、かなり追い

風になっていると見ております。 

 例えば、万田坑でいきますと、近代化遺産

という面もありますけれども、もう一つ話題

でいきますと、さきにワーナーブラザーズと

提携して地元ロケ、万田坑等を中心にした映

画の撮影がございまして、それのロケ地にも

なったということで、その両方の面から、入

り込み、それもこれまで余り訪れなかった若

い方も行かれるようになったとか、そういう

話は伺っております。積極的なＰＲをすれ

ば、世界という冠がついているものですか

ら、かなり観光入り込みにはいろんな角度か

ら使えるのではないかと思っておりまして、

そういう方面で、もっと世界というのを活用

しながらＰＲしていこうと思っております。 

 以上でございます。 

 

○西岡勝成委員 顕著な増加というのがある

んですかね。私も三角はもうしょっちゅう通

りますので、心なしか車がいつも満タンにな

っているような感じがするんですけれども、

船からのあれも三角の東港のほうから行ける

ようになっているようですけれども、その辺

の状況はどうですか。 

 

○中川観光課長 三角西港と東港を結ぶ臨時

にできている船の便のお話でございますが、

聞くところによりますと、かなり乗っておら

れるということでございまして、やはりアピ

ールをすればそれだけ反応があるというふう

に見ております。かなり評判、入り込みはふ

えているということで伺っております。 

 

○西岡勝成委員 やっぱりお客さんはどうし

ても車ですよね。Ａ列車もありますけれど

も、三角の場合。万田坑はどうなっとるか

は、ちょっと駐車場はわからないんですけれ

ども、やはり駐車場の整備というのは絶対条

件だと思いますので、天草も、キリスト教関

連遺産、ここをきちっとやっぱり計画的な整

備をしていかないと、リピーターが来て、や

っぱり行って駐車場がなかったなんて言われ

るといけませんので。 

 富岡製糸場のところも、まだまだいろいろ

な整備が後から後からというような感じなん
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ですよね。ぜひ、その辺も踏まえて、各課連

携をとって、ぜひやっていただきたいと思い

ます。チャンスですから、これは。 

 

○山口ゆたか委員長 ほかにありませんか。 

 

○鎌田聡委員 済みません。大西市長が誕生

して、またＭＩＣＥ計画を見直すというか、

もう一度考えていくということで今からやら

れていきますけれども、それに伴って、県民

百貨店ですね。県民百貨店は、もう閉店とい

うことを決めてらっしゃいますけれども、こ

こが尐し動きが出てくるのかどうなのかとい

うことをちょっと教えていただきたい。 

 

○髙口総括審議員 まだ市長就任されたばか

りですので、今後どういう動きになるのかは

まだ不透明なところがございますが、県民百

貨店に関しては、来年２月末の閉店に向け

て、一応県、市、それから労働局等々で連絡

会議をつくっておりまして、再就職の支援で

すとか、取引されている企業さん方の経営支

援というところで今やっております。 

 それから、市のほうで、入っているテナン

トですとかセンタープラザの方々に対するア

ンケートの中で、相当半分近くのテナントさ

んが、できたらば市内に店を持ちたいという

ふうな御希望を持っておられますので、そう

いったところに対しては、市のほうを中心と

して、そういう空き物件の情報等を提供しな

がら、いろんな支援をしているところでござ

います。 

 今までは、再就職に関しては、テナントの

従業員の方は余り反応なかったんですけれど

も、３カ月切ってまいりましたので、私ども

が委託で出しておりますアテルという再就職

を支援する企業のほうにも、テナントの企業

さんの従業員の方からの再就職に対する御相

談が徐々にふえてきておりますので、我々と

しては、そこら辺をまずきちっと対応してい

くことが一番大事な課題かなというふうに思

っております。 

 

○鎌田聡委員 その再就職の状況、大体何割

ぐらいがどうなっているとか、その辺はわか

りますか。 

 

○髙口総括審議員 まず、大きくは２つござ

いまして、県民百貨店本体につきましては、

これはテンプスタッフという支援会社のほう

に全社員の再就職のあっせんを依頼されてお

りまして、現在、社員に対する個別ヒアリン

グがほぼ終わった状況でございます。当然２

月までは店をやられますので、それ以降の就

職あっせんということになりますが、先般社

長ともお話をしまして、なるたけ閉店のとき

には皆さんの就職が決まるようにしっかりや

ってくれということで、支援会社のほうには

オーダーを出してあるというふうにお聞きし

ておりますので、そこはきちんと対応してい

ただけるものと思っております。 

 それから、テナントの皆さん、それからセ

ンタープラザの皆さんにつきましては、今月

中旪から、アテルという我々が委託しており

ます就職支援のプログラムをやっている企業

が百貨店の中に臨時の相談所を設置して、例

えば昼休みの時間とか就業が終わった時間に

でも御相談できるような体制をとって、そう

いった従業員の方々のサポートをしていきた

いということで今準備をしているところでご

ざいます。 

 

○鎌田聡委員 わかりました。 

 あと数カ月ということですね。もう大分迫

ってまいっておりまして、従業員の方々も関

係者も非常に不安を抱えていらっしゃると思

います。今もまた何か店じまいセールが始ま

っておりますけれども、ぜひしっかりと県と

しても支援をしていただくようによろしくお

願いしときます。 
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○山口ゆたか委員長 ほかにありませんか。 

 

○西岡勝成委員 私、前回の委員会のときち

ょっと欠席したんですけれども、天草のエコ

アッシュの件についてお尋ねしたいんです

が、その後何か動きはあっているんですか。

古森課長からでもどっちからでもいいです。 

 

○坂本廃棄物対策課長 前回御報告しました

とおり、説明会を実施しまして、皆様方、請

願を出された代表者の方にもお会いをさせて

いただいて状況等の御説明をしまして、地域

からの要望があれば環境保全協定というのは

いつも門戸を開いて県も一緒になって考えま

すよということも申し上げておりますが、地

元からはそのような動きは今のところあって

おりません。 

 天草市長のほうにもきちんと御説明を申し

上げておりまして、天草市長のほうも、地元

から上がれば自分も一緒に環境保全協定につ

いて議論をしていきたいということを言われ

ておりますので、それを今待っている状況で

す。ただ、今のところ地元では動きは全くご

ざいません。 

 

○西岡勝成委員 会社の動きは、課長どうな

の。 

 

○坂本廃棄物対策課長 エコアッシュさんの

動きは、一応事前協議は終了しましたという

ことの通知を私どもから発送させていただい

ております。全体的に融資先とかその辺の調

整をまだやられている段階だというふうにお

聞きをしております。 

 

○西岡勝成委員 前に進んでない、まだその

後は具体的には動いてないということです

か。 

 

○坂本廃棄物対策課長 大きな進展は、その

後あっておりません。 

 

○山口ゆたか委員長 ほかにございません

か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり） 

○山口ゆたか委員長 なければ、以上で本日

の議題は全て終了しました。 

 最後に、要望書が１件提出されております

ので、参考としてお手元に写しを配付してお

ります。 

 次回の委員会については、来年１月26日月

曜日午前10時からを予定しております。 

 なお、正式通知については、後日文書で行

いますので、よろしくお願いします。 

 それでは、これをもちまして第７回経済環

境常任委員会を閉会いたします。 

 お疲れさまでした。 

  午前11時27分閉会 
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